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１ 研究課題 

子ども理解 

 

２ 研究・研修の視点 

近年、少子化・核家族化・共働きの増加などにより子どもたちを取り巻く状況が変化し、保護者とのコ

ミュニケーション不足、愛着形成がうまくいかないなど、様々な問題を抱え入園してくる子どもも少なく

ない。家庭という狭い世界から、集団の場へ入り、園生活を通して色々な初めての体験をすることになる

子どもたち。一人一人の子どもたちが安心して過ごせる居場所作りを心がけ、未満児クラスからの丁寧な

関わりによって、楽しめる遊びが増え、子どもたちは少しずつ自分の世界を拡げていく。 

 本園は幼稚園から幼保連携型認定こども園に移行し、乳児保育からの育ちを、幼児教育へとつなげ、そ

の成長過程を見守る中で見えてくるものが沢山あった。 

 そこで、幼児期の終わりまでに育ってほしい１０の姿に着目しながら、子どもたち一人一人の発達段階

を考慮し、乳児期から幼児期の成長を見守る中で、子どもたちが見せる様々な姿から、どのような援助・

関わりが必要であるかを考えてみた。 

 

３ 主な研究・研修の内容と計画 

（１）主な研究・研修の内容 

・ 遊びや生活を通して、「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」は、具体的にどのような場面で見

られているのかを話し合う。 

・ 山あそびや食育活動などの具体的な実践事例をあげ、その活動を通して見えてくる子どもたちの

姿から、保育者としてどのような援助や環境設定が大切であるかを考える。 

（２）研究計画 

●令和元年度 

・ 幼児期の終わりまでに育ってほしい姿を踏まえ、子どもたちの主体的な姿を引き出す為には、

どのような経験が必要かを協議しあう。 

・ 山遊びや食育活動にポイントを絞って、幼児期の終わりまでに育ってほしい姿との関連性を考

えてみる。 

●令和２年度  

・ 幼児期の終わりまでに育ってほしい姿を踏まえ、実践の中で生かしていく。 

・ 小学校との円滑な接続の為の、連携の図り方を考える。 

 

４ 研究の概要 

（１）研修・研修テーマのとらえ方 

第８分科会 

 幼児期の終わりまでに 
育ってほしい姿を踏まえた 

           保育実践 

問題提起園 いずみ幼稚園 

問題提起者 門倉 まなみ 
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 幼稚園生活の中での඲体活動によって育まれる幼稚園教育に࠾いて育みたい㈨㉁・⬟ຊの３つのᰕを

ᅵྎに、「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を踏まえた保育実践とはどのようなものなのかをᡭ

がかりにした。 

本園で行っている「山でのあそび」「食育活動」などを通して、「幼児期の終わりまでに育ってほしい

１０の姿」が、どのように生かࡉれているかということを保育者㛫で話し合いながら、園児一人一人の

発達や学びの連続性にὀ目し、実践を行った。 

（２）研究の内容 

 園での生活や遊びを通して、子どもたちがどのようなຊを㌟につけているのか、ྛ年㱋の取り⤌み➼

をあげながら、幼児期の終わりまでに育ってほしい姿との関連性、どのような場面に࠾いてその姿が出

⌧しているのか。また、これまでの活動の中での␗年㱋㛫஺ὶを通して、子どもたちの遊びがどのよう

に変化していくのか、ᒎ㛤ࡉれていくのかを考えてみた。 

（３） 実践例 

 山でのあそび ࢔

 園児達は、年㛫を通して園⯋⿬にある山から様々なことを学び、遊びを発ᒎࡉせている姿が見られ

ている。Ⲩれた山ᯘであった⿬山を、子どもたちが入ることができるように、ᩘ年๓から園長ඛ生が

ఆ᥇作ᴗを行い、見通しのⰋい切り㛤かれたᅵᆅとなり、子どもたちにとって⛎ᐦᇶᆅのような楽し

い場所となっている。 

初めてṌく山㐨に、不安な⾲᝟をᾋか࡭ている年少児。様々な遊びを経験する中で、体ຊもつき、

年中児になると、大人のᡭ助けがなくても、しっかりとᆅに足をつけ山㐨を㝆りている。 

 

 

 

 

 

 

年長・年中児の子どもたちが୸ኴΏりなどをしている様子を見て、「自分たちもやりたい」という៿

れのẼᣢちがⱆ生えた年少の子どもたち。初めは「こわい」「できないよ㹼」とἽき出す子どももᩘྡ

いたが、年長児や年中児が「ᚋྥࢁきに㝆りたら㌿ࡤないよ」「足のᣦにຊを入れて、ࡺっくり㝆りる

ランࣂ、よ」と教えてくれ、┿ఝる様子が見られた。୸ኴのୖや、不安定なᅵተのୖをṌく中でࡔࢇ

スឤぬが大切なことや、踏ࢇᙇることが大事であるとẼ௜いたようࡔった。 

 

 

 

 

 

 

山でのあそびの経験を通して、ᮌのᯞ、ⴥっࡥ、ⰼなど、㌟近な⣲ᮦを౑い、自分で考え、あそび

をᒎ㛤することもできるようになってきた子どもたち。ಽれていた୸ኴのୖに、୸ኴを⨨いて࠾く

と・・・子どもたちがそれを発見㸟㸟㸟子どもたちが、どのようにして、遊ࡪかを見守っていると・・・

୸ኴΏりを楽しࡴ

年長児ݜ 

୸ኴΏり➇தۼ 
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ಽれていた஧つの୸ኴがシーࢯーとなり、そこにまたがり楽しそうに遊ࡪ姿があった。 

 

 

 

 

 

㸺㸺考ᐹとまとめ㸼㸼 㹼幼児期の終わりまでに育ってほしい１０の姿とのつながり㹼 

自↛㇏かなこの環境の中で、ᛮいきりのびのびと඲㌟を動かして楽しく遊びձ、ከ様な動きを⋓ᚓし、ࣂ

ランスឤぬをᇵったり、཭ࡔちとイ࣓ーࢪを共᭷しながら、」㞧な動きղの遊びを楽しࡔࢇりするようにな

ってきている子どもたち。ᛮ考ຊが㧗まることで、ၿᝏのุ᩿や、༴㝤をண するຊも㌟につき、集団で活

動することで、♫఍性や協ㄪ性も㌟につくճ様子が見られている。⥡㯇に⯒⿦ࡉれた㐨㊰と㐪い、不安定な

ᅵተ、ഴᩳのある㐨を㝆りることがᛧくて、「ᛧい」「自分にはできない」とあきらめていた子どもたちも、

年長・年中児の遊ࢇでいる姿に、่⃭をཷけてきた。「࠾඗ち࠾・ࢇࡷጜちࢇࡷ達すごいな㹼」「かっこい

い」「自分もやってみたい」という៿れのẼᣢちから、動きを┿ఝしたり、少しᛧいけれどやってみるմと

いった行動をとるようになってくる。また、やりたい遊びがあることで、㡰␒をᚅつことやㆡり合うことが

できるようになりյ、年長児が自分より小ࡉい࠾཭ࡔちに、ඃしく接し、ᡭ助けするնといったほほえまし

い姿もከく見られている。山での様々な体験を通してዲወ心や᥈ồ心も㧗まりշ、その遊びを௰㛫と一⥴に

経験ոする中で௰㛫と共᭷する楽しࡉや、ᛮいやり助け合いのẼᣢちչもⱆ生えている。１０の姿は、達成

目ᶆではなく、育ちの方ྥ性であることを保育者がᖖにᛕ㢌に⨨きながら、௒ᚋも子どもたちのẼ࡙きを大

切にし、ⓙで話し合い、協ຊ・ᕤኵպしながら色々なことに取り⤌ࢇでいこうとᛮう。自分自㌟がᅔ㞴にࡪ

つかった᫬、ᅔ㞴を஌り㉺える⾡を㌟につけていけるように、たくましく成長してほしいと㢪っている。子

どもたちが「௒」、⯆࿡・関心をᣢっていることにẼ௜き、それを遊びの中に取り入れ、子どもたちに必要

な体験がᚓられるように、保育者も共に楽しみながら子どもたちと楽しく過ごしていきたい。一人一人の自

ᕫ⫯定ឤを㧗め、␗年㱋㛫の஺ὶも῝めながら、஫いを認め合う集団࡙くりջができるように、ດຊしてい

こうとᛮう。௒、いずみ幼稚園の࿘りにある自↛環境を大切にしながら、子どもたちの楽しい遊び場となる

ように௒ᚋも少しずつ環境をᩚえていきたい。 

イ 食育活動 

子どもたちの姿の中で「食」にᑐする課題がከく見られていたこともあり、「食を楽しࡴことのできる子

୸ኴシーࢯーݜ 

① 【健康な⼼と体】 
② 【健康な⼼と体】【協同性】【豊かな感性と表現】 
③ 【道徳性・規範意識の芽⽣え】【社会⽣活との関わり】【思考⼒の芽⽣え】【協同性】 
④ 【思考⼒の芽⽣え】【⾃⽴⼼】 
⑤ 【道徳性・規範意識の芽⽣え】 
⑥ 【協同性】【道徳性・規範意識の芽⽣え】【社会⽣活との関わり】 
⑦ 【思考⼒の芽⽣え】【豊かな感性と表現】 
⑧ 【協同性】 
⑨ 【協同性】【道徳性・規範意識の芽⽣え】【社会⽣活との関わり】 
⑩ 【⾔葉による伝え合い】【思考⼒の芽⽣え】【協同性】【⾃⽴⼼】 
⑪ 【協同性】【道徳性・規範意識の芽⽣え】【⾔葉による伝え合い】【思考⼒の芽⽣え】 
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どもたち」との㢪いをもって、行ってきた食育活動の中での子どもたちの育ちを㏣った。 

  ２ṓ児の取り⤌み・１۔

でいた�・�ṓ児。子ࢇの⤮本を⧞り㏉し楽し「ࡔࢇとࢇࡉࡪか」、の㌟体あそびを楽しみ「ࡪきなか࠾࠾」

どもたちの⯆࿡・関心のある事᯶を᪥々の保育の中に取り入れることはできないかと考え、食育活動もවࡡ

て小ࡉなかࡪ「ラࢵ࢕ࢹシュ」を育てることにした。 

 

 

 

 

 

㸺㸺考ᐹとまとめ㸼㸼 㹼幼児期の終わりまでに育ってほしい１０の姿とのつながり㹼 

子どもたちが楽しࢇでいた㌟体遊びձのḷをࣄントに、子どもたちが楽しࢇで取り⤌める食育活動はఱか

と考え、ラࢵ࢕ࢹシュを育てることになった。自分達でࣉランࢱーを作り、┳ᯈղを❧て、ラࢵ࢕ࢹシュの

生長を楽しみながら、見守りを続けճ、཰✭を心ᚅちにする子どもたちの姿があった。 

自分達で成長を見守り続けた㔝⳯を཰✭することで、✀ᧈきから཰✭までの一連のὶれをやりきった達成

ឤをឤࡌられたようࡔった。཰✭の㝿はḼኌをୖげ႐びの⾲᝟をᾋか࡭ていた。㔝⳯を඲く食࡭なかった子

が、自らᡭをఙࡤして食す姿や、「࠾いしいࡡ」と➗㢦をᾋか࡭るմ子もከかった。 

཭ࡔちと一⥴が楽しいとឤࡌ、関わりを῝めていく中յで、共通の目的をᣢちその目的を達成し႐びをឤ

ࡌていくことが、子どもたちの自ಙ、学びへྥかうຊへとつながっていくのではないかとឤࡡる体験を㔜ࡌ

る。子ども自㌟が、「楽しい」とᛮえる遊びの中で体験したことが、沢山の学びへとつながっていくことを考

え、௒ᚋも子どもたちが楽しࢇで取り⤌ࡴことのできる活動作りを行っていきたい。 

 年少児の取り⤌み۔

保育ᐊの⤮本Ჴの中にあった、かこࡉとし作の⤮本「にࡤࢇࡌࢇたけの࣌ࣉࣆࣃポ」。ᮅの఍やᖐりの఍

の࠾集まりの᫬㛫など、ㄞみ⪺かせの᫬㛫にその⤮本を見たり、ᩥᏐのㄞめる཭ࡔちがㄞࢇでくれたりし

たことで、「にࢇࡌࢇ」という食≀に関心を♧す子どもが増えた。「人ཧを育ててఱか作りたいࡡ㹼㸟」と

の子どものኌから、みࢇなで人ཧを育てることになった。 

 

 

 

 

 

 ۼ᱂ᇵから཰✭までの一連のὶれを通して、子どもたち自㌟が人ཧの育ちを理解することができたۼ

① 【健康な⼼と体】【協同性】【豊かな感性と表現】 
② 【਼ྖΏਦܙ・ඬ識Ώช࣊౵΃の関⼼・感ְ】【⾔葉による伝え合い】【豊かな感性と表現】 
③ 【⾃ષとの関り・⽣ໍଜ॑】【⾃⽴⼼】【協同性】【道徳性・規範意識の芽⽣え】 

【਼ྖΏਦܙ・ඬ識Ώช࣊౵΃の関⼼・感ְ】【⾔葉による伝え合い】【豊かな感性と表現】 
④ 【⾃ષとの関わり・⽣ໍଜ॑】【健康な⼼と体】【⾔葉による伝え合い】【豊かな感性と表現】 
⑤ 【協同性】【道徳性・規範意識の芽⽣え】【豊かな感性と表現】 
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㸺㸺考ᐹとまとめ㸼㸼 㹼幼児期の終わりまでに育ってほしい��の姿とのつながり㹼 

人ཧ᱂ᇵを通しての様々な活動ձの中では、཭ࡔちと一⥴に食࡭る楽しࡉղ、食࡭≀への関心、᱂ᇵ活動

を通して食に関する学びճにも⯆࿡をᣢつことができたのではないかと考える。 

 保育者や཭ࡔちと心ᆅⰋࡉをឤࡌながら、「཭ࡔちっていいな」「一⥴って楽しいな」մとᛮえるように、

子どものክ中にᐤりῧうこと、「あった」「みてみて」などの出఍いյをᨭえる㑧㨱をしないこととしている

と、様々な㌟近な自↛≀との出఍いが生まれる。生育過程の見守りを続ける中で、Ỉやりやⲡとりなどの世

話が必要であることを▱ったն。᪥々の小ࡉな変化に㦫きと႐びのឤ᝟շがⱆ生え、཰✭を心ᚅちにしてい

るようࡔった。཰✭᫬は、自分達で཰✭した人ཧをⓙで୪࡭てᩘえたり、㔜ࡉや大きࡉをẚ࡭あったりո➼、

子どもたちが楽しく色々なことを学び成長していく姿があった。 

 ཰✭した人ཧを౑い人ཧケー࢟を作る為に、ⓙで㈙い≀に出かけ、ᮦᩱを᥈したりչ、出᮶ୖがった人ཧ

ケー࢟を௚のクラスの࠾཭ࡔちに᣺⯙ったりպした経験も、子どもたちの心に῝く้まれたこととᛮう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）まとめ  

௒ᅇ、「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿を踏まえた保育実践」というテーマで研究を㐍めてき

た。年㛫を通しての活動の中での子どもたちの姿を、「幼児期の終わりまでに育ってほしい１０の姿」と

↷らし合わせてみてみることで、遊びを通しての⥲合的なᣦᑟを通して育っていくその姿が、「幼児期

の終わりまでに育ってほしい１０の姿」につながっていくのࡔとឤࡌる。子どもたちの⯆࿡・関心のあ

る事᯶にὀ目しながら、楽しい実践を行っていくことで、子どもたち自㌟の主体的な姿を引き出すこと

ができるように、その為にはまず、子ども自㌟が楽しいとឤࡌ、遊びに⇕中できる環境作りや、教ᮦ研

究、子ども一人一人の内面を理解したୖでの保育者の関わりが、大きなポイントになってくるのではな

いかとᛮう。子どもたちの遊びを඘実ࡉせていくことが、ከくの学びへとつながり、「幼児期の終わりま

でに育ってほしい１０の姿」と⤖びついていくのではないかとឤࡌている。子どもたちの᪥々の姿や、

成長の過程から、生活や遊びを඘実ࡉせることができるように、「೺ᗣ・人㛫関ಀ・環境・ゝⴥ・⾲⌧」

の㸳つの㡿ᇦのࡡらいや内容、幼児期の終わりまでに育ってほしい１０の姿を、ᖖにᛕ㢌に࠾きながら、

子どもたちと関わりを῝めていくと共に、人᱁形成のᇶ♏をᇵうこの大切な乳幼児期に関わる者として、

保育者自㌟の㉁のྥୖの為のດຊが㔜要であると考える。保育者ྠኈで、足りないとこࢁを⿵い合いな

がら、子どもたちと共に成長しྥୖし続けていけるように、௒ᚋも子どもたちと楽しみながら園生活を

① 【⾃ષとの関わり・⽣ໍଜ॑】【健康な⼼と体】【協同性】【思考⼒の芽⽣え】【⾔葉による伝え合い】 
【਼ྖΏਦܙɼඬ識Ώช࣊なʹ΃の関⼼・感ְ】【道徳性・規範意識の芽⽣え】 

② 【協同性】 
③ 【思考⼒の芽⽣え】【⾃ષとの関わり・⽣ໍଜ॑】【豊かな感性と表現】 
④ 【協同性】【⾔葉による伝え合い】 
⑤ 【思考⼒の芽⽣え】【豊かな感性と表現】 
⑥ 【道徳性・規範意識の芽⽣え】【⾔葉による伝え合い】【思考⼒の芽⽣え】 
⑦ 【⾃ષとの関わり・⽣ໍଜ॑】【思考⼒の芽⽣え】【豊かな感性と表現】 
⑧ 【਼ྖΏਦܙɼඬ識Ώช࣊なʹ΃の関⼼・感ְ】【思考⼒の芽⽣え】 
⑨ 【社会⽣活との関わり】【思考⼒の芽⽣え】 
⑩ 【⾃⽴⼼】【協同性】 
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඘実ࡉせていくことができたらと考えている。 

乳幼児期の生活の中で、཭ࡔちと共ྠし色々な体験を✚み㔜ࡡていくことが、子どもたち一人一人の

主体性を育てる。子どもたちのឤ動・ዲወ心を引き出していけるような関わりや保育ができるように、

ྂ඾・⪷㈼に学び、人㛫性・㐨ᚨ性をしっかりと育ࢇでいきたい。小学校教育との接続に㝿し、幼児期

の生活や遊びの中で㌟に௜けたことを、小学校の教⛉の学びへとつなげていけるように、小学校との共

᭷の場を増やしたり、子どもたちの育ちの様子などをゝㄒ化・ྍ視化してఏえる➼、園での取り⤌み、

「幼児期の終わりまでに育ってほしい１０の姿」を踏まえた子どもたちの育ちをఏえていきたい。また、

子どもたちの育ちや学びが、どのようにつながっていくのかをしっかりと考えながら、小学校との連携

の取り方➼もᕤኵしていくことができたらとᛮっている。 

 

（㸳）௒ᚋの課題 

௒ᅇは、「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿を踏まえた保育実践」というテーマで、これまでの園

での取り⤌みの中での子どもたちの姿から、どのような育ちが見られていたかということで、研究を㐍

めてきた。「主体的・ᑐ話的で῝い学び」につながる保育のᅾり方を考え、子どもたちがᅔ㞴にࡪつかっ

た᫬にも、自ら解Ỵできるようなຊや、学びにྥかうຊをつけていく為には、どのような体験が必要で

あるのかを考え、これまでの活動などを᣺り㏉ってみた。子どもたちのᛮいにᐤりῧうことを大事にし

ながら、᪥々接しているつもりではあるが、活動が保育者ഃ主ᑟのᒎ㛤になってしまったり、トラࣝࣈ

をᅇ㑊する為の、「㌿ࡠࡤඛの᮫」を࿘฿に‽ഛし、保育者がඛᅇりしてしまう⌧状がከいことが཯┬で

ある。 

また、これまでの保育を᣺り㏉ってみると、子どもたちが主体的に活動に取り⤌ࡴことのできる環境

のᕤኵなどをしていたࢁࡔうか、「こうしましࡻう」「これはこうですよ」などとᣦ♧を出し、子どもの

自主性をᑛ㔜し、Ẽᣢちをくみ取れていたࢁࡔうかと཯┬する。これからの取り⤌みの中で、子どもた

ち自㌟が「やってみたい㸟」とពḧ的にྥかい、「楽しかった㸟」という満足ឤ・඘実ឤを࿡わうことが

できる活動ᒎ㛤を考えていきたいとᛮう。 

この⥳㇏かな自↛環境を生かし、本園でしか体験することのできない活動を沢山取り入れ、心㌟とも

にたくましく成長してほしいという㢪いのもとに、子どもたちが主体的に活動を行い、発達に必要な経

験を✚ࢇでいける場を作り出し、௒ᚋの保育・教育活動を඘実ࡉせていきたい。子どもたちの発達を見

通し、子どもたちの「௒」を大事にしながら、保育者自㌟が子どもたちの小ࡉな変化にもẼ௜けるឤ性

を㣴い、保育の㉁のྥୖと、保育環境の඘実にྥけての取り⤌みなどが㔜要な課題であると考える。ま

た、幼児教育の中で経験してᇵったຊを、学校教育につなげていく為に、子どもたちの為に園でできる

ことを考えながら、௒ᚋも子どもたちが色々な経験をすることができる場作りにດめていきたい。乳幼

児期の保育・教育を通して育まれた㈨㉁・⬟ຊを、小学校に࠾いて᭦にఙࡤしていくことができるよう

に、小学校との連携を図っていくことが大切であると考える。小学校との円滑な接続の為に、連携の図

り方を考えていくことも、௒ᚋの課題である。 

 


